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1 :病原性黄色ブドウ球菌 (Staphylococcus aurel.S KA TO ; Coagulase (+)，溶血素および色素
産生陽性)を TSB 培地37 0C 24時間培養後，さらに24時間室温に放置した培養液 lmljkg を boui11on
に混じ腹腔内に注入して48時間後 (S 群)
n :無菌寒天0.3労液 20mljkg 腹腔内注入48時間後 (AG 群)
ill: 四塩化炭素 2mljkg をオリープ油 6ml に溶かし大腿部筋注48時間後 (C 群)
N : Vaccinia 1. H. D. Virus (G+, HA-) 培養液2.25cc腹壁 4 ケ所皮内注射後 7 日 (V群)
以上の各処置を成熟家兎に施こした口胸管液は静肱角において胸管内へ polyethylentube を挿入，
流出せしめ， リンパ液を採取し，塗沫標本を作製， Giemsa 染色の他適宜超生体染色， peroxidase 反
応を施乙した。屠殺後，腸間膜，肝門，頚部，服寓の各リンパ節および肝，牌，肺，腸，胸，腺，骨
髄，大網の各組織につき， H. E 染色標本を作製した。
さらに autoradiography および電顕学的観察を Sprague-Dow ley 系ラツテにより，無処置および
ブドウ球菌注入群について行なった。すなわち 3H-thymidine， l，ucjg 静注後 2 時間の胸管内細胞，
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リンパ節捺印標本，上記各臓器の autoradiography を作製し， リンパ球系細胞の標識率を算定した。




































於て増加してくるが， この起源を追究するために上記病態時に於ける胸管痩により， 3H -thymidine 
によるオートグラフ，電顕等でその細胞の性格と動態を検索し，組織標本によりそれらが腸間膜リン
パ節よりリンパ管に流入して来ることを確めた。
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